




 

〔はじめに〕 

 共同生活の中での DMP 児の個人の生活をより豊かに楽しくするためにはどう

すればよいか、人形を通して考えさせ、その中で自分のおかれている場を客観

視し、又ルールの必要性を認識することを期待する。 

 生活指導の一環として開棟以来現在まで、患児と職員による反省会を週一回

行っている。そこでとりあげられる問題を題材にしてわかりやすい親近感の得

られる簡単なストーリーを作り、人形劇を試みた。従来の傾向として反省会で

お互いに納得し決めたこと、注意されたことでもすぐ忘れてしまったり、素直

に実行しないでその後もたびたび注意をうけたり、反発感をもったりして反省

会の効果が思うようにあがらなかった。そこで自分達の手で人形を製作し、自

分達の生活を人形劇を通して客観視させようとした。 


